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1. 緒 言
ピタミシ C所要量は妊娠後半期に著しく増加する
ものといわれ，栄養審議会による日本人栄養所要
量〈めに於ても成人 1日に 60mg対し妊婦は特に  1
日100mgとされ，米国に於ても類同の取扱いがな
されている ω。この値の基準となった研究業績は
N euwei ler(3)(4)(5)のそれで、ある。氏は入院給食の妊
婦 23名および分娩後  1週間の健常な非援乳産樗婦 
21名につきピタミ:/C 200 mgの静脈内負荷を行
い，その後 3時間の尿中ピタミシC排世量を比較し
て後者に排世量犬なるものが多いとの理由で妊婦は 
ピタミ/， C消費量が犬で、あると推定した。その高詰命 
は統計学的にみて決して一般論的なものといえず，
産樗婦を比較対象としたところにも問題がある。叉
Teel等仰は妊娠の進むにつれて血中ピタミシC濃
度の低下傾向のあることより所要量の増大を推定し
たが，厳重な食餌管理の下でのことでなし、ので明白
な事実とはし、L、難し、。
著者ωはさきに妊産および授乳婦のピタミシC代
謝を検討し，ピタミシ C飽和時に於ける消費量を求
めたところ，妊婦に於ては一般成人に比較して消費
量の増加がなく喪主婦にのみ消費量の増加をみた。
なお，著者の報告例に於ては一般の妊婦の血中ピタ 
ミシ C濃度はほぼ飽和値を示し尿中排世量も著しく
増加していることに疑問をもち，これが特に野菜や
果実を多量に摂取したためか否かを検討するために
妊婦および非妊婦に一定量のピタミン Cをー短期間
給与し，その前後に於ける血築中総ピタミンC濃度  
と尿中総ピタミ/， C排世量を比較してこの問題を解
質 90g，脂質 30gとし，食餌中のピタミシ C量は調
理による破壊率を 50~るとみなし，実験には 10mg/
日および 50mg/自の献立を用いた。
採血は早朝空腹時に行い，正中静脈血 5cc~.こ対し
穫酸ナト Pウム粉末 10 ~ 15 mgを混じて擬固を防
ぎ，定量には血竣 2ccを用いた。
蓄尿は蓄尿瓶に 10%メタ燐酸 200ccを入れ日光 
を遮断した。血竣および尿中総ピタミシ C定量は
2，4-Dini trophenylhydrazine法(7)(9)に従い加熱時 
間のみ原法の 3時間を 6時間とした。
111. 実験成績
A) ビタミン C制限食実験
対象の非妊婦に対しては血按中のピタミシC濃度
を揃えるために予め自由食にピタミンC200mg/日 
を毎朝食後 3日間負荷した。妊婦は今迄の成績では
血中ピタミユ/C濃度も高くまた尿中総ピタミシC排
世量も多かったので、特にかかる前処置を行わなかっ
た。かくしてピタミユ/C10mg/目を含む規準食を 
7日間給与し，その前後に於ける血紫および尿中総
ピタミシ C量を測定した。実験成績は第 1表の如く
である。妊婦は実験前にピタミシC負荷を行わない
にも拘わらず実験前の血竣中総ピタミシ C濃度は
1.23mg/dl (1.74--0.9わであり，尿中総ビタミン C
排世量も 60mg/日(114.1--20.のとし、う高い値を示
し，全例殆んど飽和に達 Lていることを知った。非
妊婦は実験前 3日間多量のピタミンC摂取を行った
ので，実験前の血禁中総ビタミン C濃度は1. 5rng/dl 
(1.72--1.36)に達し，妊婦に比較して 0.27mg/dlだ
け高く，尿中総ビタミンC排世量に於ても約 20mg
決せんと試みたので、ある。/目だけ多くなった。ピタミ  :/C10 mg/日7日間給
11. 実験方法
被検対象には健康な妊娠後半期の妊婦 8人，健康
な非妊経産婦 6人を選定し，一定の給食下で、実験を
行った。規準食の内容は熱量 2，400カロリー，蛋白
与前後に於ける血繋中総ビタミン C濃度の低下度を 
比較するに，妊婦は1.23mg/dlから O.71mg/dlに，
非妊婦は1.5mg/dlから 0.87mg/dlとなり，妊婦に
於ては 0.52mg/dl，非妊婦に於ては0.63mg/dlの低
下を来した。しかしながらこの値をもって直ちに非
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ほぼ同一値 (11ム 11，7mg/日〉を示し両者の間に
差を認め得なし、。 
妊婦のビタミシC消費量は妊婦のそれよりも増大し
ているという乙とは出来ない。一方尿中総ビタミン IV. 者 察
C排i世量は実験前には非妊婦に於て約 20mg/日の 本実験に於ても妊拡末期の妊婦の血禁中総ピタミ
増量をみたが実験最終日にはほぼ同一値となった。 ンC濃度は自由食摂取に拘わらず全例ほぼ飽和に近
本実験はビタミンC制限食とし、う制約の下に行わ い値を示したことは注目に値する。即ち特別な食餌
れ，実験期間も 1週間とし、う短い期間であるけれど 上の注意を行わなくとも妊娠末期の妊婦に於てはー
も，ピタミンC代謝に関して妊婦と非妊婦との問に 般人に比較して特にビタミンC欠乏が表われるとい
相違を認めることが出来なかった。 うことがないことを確認したので、ある。著者の測定 
B) ビタミン C50 mg/日賃荷試験成績 した前報∞および本例に於ける妊婦総計 12人の平
前項の実験成績によれば妊婦と非妊婦との間にピ 均値は1.17mg/dlで最低値を示すものは 0.90mg/
タミシC消費量の斐化が殆んどみとめられなかった dlである。一般のそれに対して極めて高い値を示
ので，ピタミンC 50mg/日を 21日間給与してその している。ピタミンC摂取量を一定にした同一食餌
前後に於ける血禁中総ビタミンC濃度と尿中総ピタ を妊婦，非妊婦に与えた本実験は殆んど両者の聞に
ミンC排世量を観察した。実験前3日間非妊婦にの 差のないことを知るものであり，ここに妊婦が当然
み前項の如くピタミンC200mg/日を負荷した。成 胎児による代謝充進に対して各種栄養素の所要量が
績は第2表の如くである。妊婦の実験前後に於ける 常識的に増加すると想像されるに拘わらず予期に反
血禁中総ピタミンC濃度はそれぞれ1.18，0.82 mg/ した結論を得たことに対して考慮されねばならな 
dlで，その差は 0.36mg/dlであった。非妊婦の場 し、。胎盤が比較的多量のビタミン C (20~30mg/ 
合は前後の値がそれぞれ1.38，0.81 mg/dlで濃度低 100 g)を含んでいることは周知の事実である。 Teel
下は 0.57mg/dlであった。 等(8)は母体の血中ピタミンC濃度はC欠乏食により
ビタミンC所要量を飽和量をもって理想量とする 低下するが隣帯動静脈血中のピタミンC濃度が高く
ならば妊婦，非妊婦を問わず50mg/日では不足と 維持されることをみている。当教室に於ける観察に
いうことになる。ここで注目すべきは，妊婦は実験 於ても分娩時妊婦4名の静脈血中の平均ビタミンC
前の血禁中総ピタミ ~C 濃度が非妊婦に比較して 濃度は1.07mg/dl，瞬帯静脈血中の平均濃度が2.05 
0.2 mg/dl f邸、に拘わらず実験後の血襲中濃度が両 mg/dlであり，胎盤より胎児に濯流する血液中の
者に於でほぼ同一値を示したことである。尿中総ピ ビタミンCは母体の血液中のそれよりも遥かに高濃
タミジC排世量は実験前には妊婦，非妊婦に於てそ 度である。即ち胎盤に存在するビタミンCにより胎
れぞれ 18.5，51.1 mg/日であったものが実験後には 児は大量のビタミンCを補給されるのである。胎盤
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中のビタミン Cに関して Neuwei1er(5)はピタミシ
Cが母体より吸収貯蔵されるとの推論をなしたので、
あるが， Teer等ωの母体血中濃度の低下の影響が
少いことを思えば胎盤で生成されると考えちれ，ま
たこのような観点よりして始めて妊婦のピタミンC
所要量が成人と何等安ることなく，むしろピタミン
C代謝と有利な立場にあることが理解出来るのであ
る。
胎盤で生成されたピタミシCが如何なる機序で胎
児にのみ高濃度で‘供給され母胎の方に低濃度で、ある
かは検討されるべきであるが，妊婦は自由食餌の下 
でも一般人に比較して屈めて高い血中濃度を維持し
ていることをみると，恐らく母体側にも多少のピタ 
ミンCが供給されているものと考えられる。 
v.結 言 
妊婦は通常食餌の下に於ても一般人に比較して血 
中ビタミンC濃度が高く飽和に近い値を示してい
る。従って妊婦に於てピタミシC所要量が増加する
との従来の定説に疑義をもち，妊婦および非妊婦を 
同一給食によりピタミ::yC摂取量を普通食 (50mg 
/目)，欠乏食(10mg/日〉にして比較検討じた。こ
れ等の食餌の影響は両者に於て全く同一であり，こ
こに妊婦によるビタミンC所要量の増加を認め得な 
かったことに関し胎盤よりのビタミシC供給の問題
を論じた。
稿を終るに当り，終始御懇篤なる御指導と御校関
の労を賜わった恩師福田篤郎教皮に深甚なる謝意を 
捧げる。
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